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イベント@母用12日時
午前10時~午後4時

私
た
ち
の
慾
滋
に
欠
か
す
こ
と
の
で
敬
広
い
水
。
餌
お
、
開
W
気
な
く
措
置
っ
て
い
る
訟
も
大
務
総
凝
議
の

ひ
と
つ
で
)
秒
。
市
営
水
滋
が
絡
氷
考
療
給
し
て
鵠
録
。
い
つ
で
も
繁
山
附
し
て
使
え
る
鍍
象
的
で
安
定
し
だ

水
後
滋
り
続
け
て
い
棉
執
す
。
畢
匹
近
で
は
、
多
く
の
廷
が
淑
に
剛
期
尚
間
t
z
持
つ
よ
う
円
払
獄
り
、
蕊
年
の
暗
黒
の
湖
縄

水
を
極
察
院
緩
水
'
へ
の
機
織
も
高
ま
っ
て
務
欲
し
た
。
白
守
窃
か
ら
ア
包
ま
で
は
ぷ
滋
遡
序
。

こ
れ
稜
織
は
、
彰
子
批
直
撃
え
、
↑
需
品
却
に
儀
正
つ
だ
め
み
な
ち
ん
の
ご
協
力
を
沼
緩
い
し
畿
管
。
善
本
灘
鰯
J
U

〈給水人口・総氷畿の推移〉

JJlI. !亡]特水区域舟人Ll'敏子市町録制

震~給水λロ

寸感給水鼠

出

の

本

線

は

地

下

水

:

c

s

i

ミ

診

と

む

F

H

カ

宅

古
則
的
水
滋
は
、
問
附
和
四
日
年
M
M
m
丹に齢制

7
市
2
附
叫
が
北
千
議
広
域
ホ
滋
A

結議開同

本
を
織
物
品
一
一
時
は
管
長
期
間
%
で
、
幸
治
制
点
。
新
た
に
水
絡
を
紙
一
…
阿
川
に
求

水
婚
は
す
べ
て
地
下
本
で
ま
か
な
わ
れ
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
1

て

い

ま

し

た

。

十

市

が

A

紙
幣
闘
か
ら
受
ホ
ネ
ぬ
絡
し
た

し
か
し
、
市
的
人
口
が
急
激
に
増
加
の
は
昭
和
同
年

9n句
地
下
水
攻
水

L
、
本
の
添
削
官
制
識
も
増
大
1

地
下
本
だ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
山
本
的
潔
仲
間
と

け
で
は
符
米
約
な
水
霧
緩
い
い
こ
た
え
る
企
業
機
か
ら
的
受
本
に
よ
三
九
本
湾

と
と
が
で
き
な
〈
な
り
ま
し
た
。
際
紛
を
滋
録
す
る
こ
と
ね
な
っ
た
の
?
?
ω

曲
苧
い
い
は
‘
際
公
寄
防
止
条
例
に
よ
り
凝
絞
‘
市
内
水
源
内
線
合
は
、
柏
崎
下

泌
撚
必
下
訪
止
の
た
め
坤
下
本
取
水
を
ホ
が
約
四
明
%
、
食
欲
燃
か
ら
の
受
本
が

税
関
問
。
そ
ニ
で
新
た
な
本
線
を
求
め
約
紛
%
に
な
っ
て
い
ま
す
む
州
地
下
水
取

る
こ
と
に
な
ヴ
た
県
を
は
ヒ
め
と
す
る
水
が
料
品
め
ら
れ
て
い
る
水
盤
辻
、

1
日

1
9
6
0
0
u
o
そ

れ

以

外

的

水

堂

、

…

一

対

食
品
誠
閉
山
か
ら
の
後
水
で
ま
か
な
わ
れ
て

2

ト
一
一

い

ま

す

@

l

l

」

一

反

地

下

水

有

効

利

用

の

た

め

搾

主

義

か

ら

の

受

木

だ

け

に

し

ま

一

4
1

i
i
l
i
i
l
l
l
i
-
-
i
i
i
!

す
。
そ
的
場
合
、
警
察
審
6
2
一
、
文

水

矩

理

施

設

建

設

へ

2
2
?な
り
、
水
処
理
後
五
一
毛

ーノ

f
A
三
主

2
9
A
一

t
d

殺
し
れ
九
一
書
内
総
資
一
地
問
時
開
6
4
2
0
一
袋
門

市
内
本
側
聞
と
し
て
地
下
水
内
取
水
が
お
決
ゐ
織
ま
で
絵
本
す
る
検
問
哨
を
含
め
て
、
…
n
m
門
よ
り
も
3
市博
9
n
o
o
o
万
m
門
丹
後
一

刊
記
や
句
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
察
研
闘
が
受
水
は
Z
ぱ
あ
た
り
2
3
4
m円
、
柏
崎
下
附
m増
に
な
り
ま
す
o
z
u
あ
た
り
剖
符
一
回
川

間
績
と
な
叩
て
い
ム
主
す
。
本
滋
淡
に
定
本
は
1
0
2
R
で
、
平
均
1
8
1
m円
と
域
的
2
3
5
内
に
な
る
約
終
で
す
。
(mm
…

め
ら
れ
た
本
基
準
部
青
の
な
か
で
な
っ
て
い
ま
す
s

ぷ

差

決

算

年

度

給

水

還

に

よ

り

試

算

)

一

食

品
出
度
だ
け
が
総
準
値
を
上
ま
わ
り
つ
つ
し
か
し
.
総
子
本
を
将
恋
約
に
利
回
問
こ
の
主
フ
に
、
水
絡
が
金
数
滋
か
ら
一

あ

き

〕

と

で

す

。

し

て

い

〈

た

め

い

は

、

水

処

理

霊

が

塁

本

だ

け

む

な

?

大

変

な

俊

憲

一

機

ま
た
、
畿
地
的
脚
内
と
な
っ
て
い
ま
す
必
要
と
主
り
ま
す
及
本
加
世
田
仕
協
ぬ
れ
を
務
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
的
知
機
雄
元
制
一

が

、

案

内

自

と

な

る

紙

芝

ン

ガ

設

し

冬

言

、

議

事

草

維

持

品

字

る

こ

と

で

、

地

下

水

晶

家

主

宰

ン
が
検
出
き
れ
て
設
で
い
ま
す
。
こ
の
一
段
澄
曲
目
が
持
称
、

1
俗
1
9
6
0
万

問

機

保

L
、
げ
仏
関
川
の
滋
本
や
最
終
浅
か
一

ま
ま
的
状
線
?
す
と
、
地
下
水
内
一
判
制
掛
か
か
り
ま
す
。
ニ
れ
は
Z
附
あ
と
り
計
ら
の
滋
本
管
に
串
放
が
総
懇
だ
場
合
の
一
比
ド

が
凶
間
蜘
憾
な
状
況
と
金
り
ま
す
@
的
織
の
1
3
3
m門
で
ろ
受
木
内
2
3
4

後
水
制
問
調
棋
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
ぞ
き
…

J

現
在
、
市
的
水
内
主
な
っ
て
い
る
A
滅
的
よ
り
も
1
0
1
向
質
問
が
告
な
〈
主
ま
す
ね
水
漁
紛
で
は
、
問
中
般
に
水
処
理
一
り

裁
関
か
い
り
の
受
木
(
的
弱
〉
と
地
下
木
る
針
裁
で
す
e

総
殺
を
建
設
し
、
将
決
約
に
地
F
本

町

…

〈

(
誇
)
の
遺
骨
一
比
殺
し
て
み
ま
示
。
仮
に
、
地
下
水
量
水
を
や
め
、
水
右
訪
問
市
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
也ba
，
 

怪
制
倒
的
あ
や
め
祭
り
ω
今
年
は
議
島
動
車
シ
3
j
)
'

沼
向
次
揃
に
故
波

蹴
湘
臨
時
町
十
市
か
ら
総
統
あ
る
祭
り
、
何
相
同
均
し
た
フ
ナ
、
コ
イ
、
小
魚
を
察
手
で
。

野
馬
追
い
が
総
務
し
ま
す
。
担
金
場
事
相
見
上
情
的
拘
総
帥
期
間
内
総
合

女
イ
ベ
ン
ト
・
ロ
民
{
蜘
附
由
民
四
日
)
問
料
金

I
人
1
0
0
m門

。
獲
物
天
領
広
場
〈
瞥
窓
宮
市
)
:
山
山
総
@
包
丁
と
ぎ
〈
ハ
サ
ミ
は
不
可

γ:

1
i
/

数
1
0
0議
(
予
定
)

9

ー
人
2
了
ま
で
。
無
向

必
明
会
場
手
前
丹
畑
双
山
町
制
多
包
的
広
場
開
会
議
苧
波
紋
公
開
附
多
B
釣
広
州
嚇

削
除
。
揖
篤
野
勝
瀦
い

i
務
鳥
絞
殺
行
列
日
@
写
義
語
ン
テ
ス
?
・
モ
ヂ
ル
を
叩
拍

手
鱗
が
ヂ
爽
沼
公
騒
然
か
ら
虫
生
縫
物
関
き
鎚
影
会
1

{

水
泳
織
物
磁
)

道

関

闘

の

附

を

討

海

こ

の

ほ

か

、

ふ

る

さ

と

金

じ

よ

る

歩
物

争
セ
レ
モ
ニ

i

手
相
関
川
出
公
開
閉
(
午
前
大
作
ば
や
し
、
カ
ラ
オ
ケ
火
会
(
水

暗躍様
沼

生

ね

持

か

ら

立

さ

投

機

露

窓

会

議

)

，

手

賀

よ

議

喰

必

要

滋

ふ

焚

沼

会

繍

か

ら

水

量

議

題

合

で

は

欽

み

鞠

〈

カ

ル

ピ

コ4
U
a
A口
約
縦
一
午
後
1
時
か
ら
1
時
却
分
)
久
、
麦
茶
)
の
線
料
サ
ー
ビ
ス
。
森

周
期
制
制

公
開
問
・
本
没
後
約
織
か
ら
手
爽
沼
公
関
(
午
芳
源
論
で
は
お
茶
席
(

M

M

E

な
ど
議

浴
協
後
五
時
泊
分
か
ら
3
時
日
分
)
し
い
機
し
が
た
〈
さ
ん
あ
り
ま
す
3

四
時
間
@
量
、
暴
お
よ
び
カ
ラ
主
義
*
フ
ィ
ナ
ー
レ

-w祭
(
溺
策
室
わ

れ
1
M
M

師
会
場
千
賀
沼
八
ム
溺
符
絞
会
場
@
終
盤
闘
機
場
発
無
料
配
布
:
水
生
総

国
関
開
。
主
エ
S
し
広
場
‘
。
伐
材
悌
子
駅
に
よ
る
物
鴎
で
先
崎
市
立
万
本
。
午
前
日
出
時
α

吋川
V

山
副
総
と
校
孫
子
剛
容
↑
討
に
よ
る
1
日
駅
長
。
マ
問
い
合
わ
せ

4
Z
出
品
縦
四
嚇
手
賀
川
出
品
品
糊
附
古
畑
5
磁
あ
や
め
絞
り
怒
れ
委
員
会

制
料
金

1
閲
1
0
0
m円
ふ

泌

宮

(

関

)
1
0
1
5

@
亭
供
広
場
(
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
由
同
制
緩
ぷ
鋭
光
謀
智
久
郎
〉
1
1
1
1

潟
水
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
わ
ず
か

で
も
、
日
閣
し
に
多
〈
な
り
ま
ず
"
気

づ
か
ず

ιい
る
と
料
品
就
に
も
彩
響
し
ま

す
z

漏
水
チ
a
y
ク
辻
、
本
滋
メ
!
タ

i
b
h兇
て
附
設
し
て
〈
だ
普
い
。
棄

し
て
い
た
ら
、
耕
民
抵
本
選
工
事
庖
へ
波

絡
し
て
柑
勝
機
し
ま
し
ょ

~1

2ま主主下

@議議オ~Iまメーターで@

見た尽にはわかリにく Lη議

水も、メーすいが教えてくれ

ますe 詑口金余毒詳しめて、容F

F~が動いていたら漏水です勾
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市
街
応
隊
滋
樹
腕
憎
む
間
関
る
閥
絞
殺
緩
税
お
よ
び
税

滞
納
縁
組
討
に
つ
い
て
同
時
昭
和

U
年
後
以
柊
務
税

の
適
渓
化
機
蹟
〈
い
わ
ゆ
る
幾
綴
の
港
地
設
課
税
〉
が

醐
議
さ
れ
て
会
談
し
だ
e

密
和
郎
年
波
に
お
い
て
も

絡
だ
に
滋
織
と
な
っ
だ
細
腕
柏
崎
や
地
澄
由
主
憂
怠
ど
で
線

総
と

rdつ
だ
4
4
絢
に
つ
い
て
も
線
総
の
漉
定
化
浴
田
醐

の
対
殺
と
な
り
ま
ぜ
汐
、
内
棋
の
要
件
氾
桜
山
刊
一
診
る
農

地
で
お
援
が
綴
棚
期
営
農
継
続
線
燃
と
し
て
認
定
し
だ

機
会
は
、
宅
跡
地
盤
謀
総
ガ
総
予
さ
れ
ま
す
。

wv
問
い
合
わ
せ
緩
脳
部
諜
式
抽
出
醐
輔
滋
融
関

市街銘蕗蟻の麟襲撃的噂掲艶鶴鶴審構害事

主売 * z饗
総
量襲

定

き

イキ

総
閉
ま
た
は
そ
の
後
約
5
年
間
同
じ
係
る

各
都
府
批
分
的
鋭
綴
は
、
一
数
幾
総
と
し

て
の
税
額
と
宅
地
絞
課
税
と
の
議
制
酬
に

つ
い
プ
議
総
縫
子
さ
れ
ま
す
。

申
ゆ
徴
組
織
予
の
取
演
し

後
以
内
瑚
吊
み
さ
れ
て
い
る
京
都
制
作
川
弘
法

腕
脱
線
に
つ
い
て
、
納
終
決
総
務
的
免
臨
聞
に

関
す
る
幾
銭
円
適
用
が
な
い
ニ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
領
制
批
樹
子
が

取
り
神
間
き
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
波
間
出

な
ど
一
従
事
由
閥
的
場
合
を
陸
春
、
各
年

な
る
線
地
(
昭
和
刊
師
年
般
に
係
る
評
儲
成
分
的
税
制
酬
は
一
日
蹴
縁
組
と
し
て
の
税

制
胡
が
3
・
3
射
殺
た
り
3
万
同
以
上
向
額
と
門
部
柏
崎
船
脱
線
級
的
税
磁
と
め
綴
綴
に

綴
地
に
慰
る
)
で
も
田
明
に
州
耕
作
さ
れ
、
か
つ
い
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

つ
叩
年
以
上
営
陣
営
」
継
続
す
る
こ
と
が
滋
後
燐
鉱
幾
継
続
農
地
的
総
縫
を
受

減
点
滅
と
認
め
ら
れ
る
も
め

T
、
次
の
い
け
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
組
税
特
別
機

ず
れ
か
じ
叶
納
品
約
す
る
農
槻
議
決
然
汎
条
の
3
(
持
政
術
後
化
反
一
域

〈
f
)
一
一
間
的
終
拙
明
治
綴
が
9
9
0
M
以
農
地
等
音
議
縦
し
た
場
合
の
授
酬
閣
総
嶋
崎

上
で
あ
る
議
合
部
間
終
的
制
脱
税
的
特
例
~
め
波
定
的
議
用
川

〈
ロ
)
士
叩
の
隠
滅
山
間
に
お
け
る
よ
燦
家
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

制
中
川
恥
い
的
経
常
議
後
が
9
9
0
耐
以
上
接
続
に
長
期
殺
胤
駒
山
概
続
燥
地
的
認
後

で
あ
る
場
合
(
問
…
し
、
一
慢
の
燦
捕
で
会
全
受
け
て
い
る
幾
地
日
つ
い
て
は
、
申

除
菌
絡
が
2
0
0
M
来
機
の
も
の
誌
、
強
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
c

諸
問
説
持
れ
到
す
*
手
続
き

*
襲
撃
る
持
続
一
詳
丹

市
叩
ぬ
慨
が
長
期
殺
務
総
統
路
地
に
該
当
終
選
黍
戸
員
会
へ
ぷ
九
州
捌
営
膝
継
裁
緩
織

す
る
時
間
内
総
笈
を
し
た
場
合
に
は
、
5
認
定
取
殺
鈴
・
怖
を
一
提
出
し
て
〈
ど
冬
い
。

jjj 
ク
i
Hソ
ン
グ
・

4
4
フ
と
は

帥
肯
豹
は
、
申
し
込
み
と
司
事
務
と
い
}

品
刺
殺
畿
の
滋
患
の
A
口
数
い
い
よ
り
成
立
す

る
の
が
原
別
別
で
す
が
‘
持
同
防
眠
均
等
で

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
却
問
磁
的
な
勧
誘
に
よ

っ
て
‘
総
入
総
忍
が
あ
い
ま
い
的
、
っ
ち

い
い
線
約
を
結
ん
で
し
ま
、
つ
挙
が
少
な
く

あ
り
ま
ぜ
ん
φ

そ
こ
で
拙
開
戦
論
傑
殺
の

れ
ん
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
ク
i
リ
ン
グ
・

オ
フ
樹
液
℃
す
。

タ
ー
リ
ン
ク
e

オ
7
(
『
震
を
冷
や
す
h

と
い
う
絃
牒
)
と
は
、
申
し
込
み
ゃ
相
盟

約
を
し
て
し
ま
っ
た
後
で
も
、
…
策
的

棚
捕
関
内
，
務
条
件
で
胸
中
し
込
み
の
滋
陸

や
契
約
め
鯵
臨
怖
が
で
さ
る
こ
と
で
す
ω

ク
i
リ
ン
グ
・
ォ
?
の
劫
カ
は
、
殺

害
時
開
俄
や
漁
払
料
品
底
的
議
求
を
寄
れ
る
こ

と
が
な
く
、
ま
た
、
総
絡
が
手
許
に
あ

る
場
合
で
も
、
そ
の
間
引
き
取
り
に
か
か

る
笥
用
は
も
業
務
的
負
組
と
な
り
、
-

4r
も
、
術
品
の
代
金
が
交
付
仏
わ
れ
て
い

る
場
合
は
‘
そ
の
代
金
が
渓
哨
明
書
れ
ま

ク
i
uッ
ン
が
適
湾
に
て
し

こ
の
ク
1
凶
リ
ン
グ
・
4
A
フ
期
間
は
、

セ
ー
ル
ス
叩
ン
か
ら
勢
総
に
よ
り
ク
l

リ
ン
グ
・
オ
ヴ
附
刷
出
院
に
つ
い
て
管
げ
ら
れ

た
そ
の
臼
か
ら
7
g
(
議
総
縫
物
取
引
数

法
的
場
合
凶
円
五
円
口
)
以
内
に
際
り
、
町
排

除
通
知
を
お
せ
ば
、
抑
制
準
・
に
履
い
た
日

が
線
開
附
脱
税
浴
後
℃
も
有
効
で
す
a

し
か

し
、
綴
間
同
役
終
mM
が
休
nn
ぞ
も
磁
ω
設
と

いうト
W

併
は
あ
り
ま
せ
ん
a

ま
た
、
こ
め
ク

I
N
P
ン
グ
・
オ
フ
円

減
削
川
書
れ
る
商
品
は
下
町
市
滅
的
と
お
り

で
す
が
、
満
期
附
摘
柑
眼
前
花
や
抽
出
掛
杭
泌
を
縫
っ

た
り
、
溜
u
閥
的
受
け
と
る
時
、
代
金
を

九
十
桜
支
払
っ
た
場
合
、
隊
拘
禁
宮
内
事

務
所
や
お
拙
舗
で
判
明
一
約
し
た
と
砦
に
は
、

ク
1
リ
ン
グ
・
ホ
フ
の
越
用
は
あ
り
裁

せ
ん
。ク
ー
リ
ン
グ
々
家
一
ヌ
-
の
一

Jτ

、

~

心

、

…

庁

。
ν
r
jい

が
法
に
つ
や
や
ぽ

こ
の
ク

1
リ
ン
グ
・
オ
フ
的
手
総
訴

は
船
出
品
納
で
な
く
、
必
ず
常
時
総
で
、
通
知

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
に
ク
レ
ジ
y
ト

会
絞
め
お
が
契
約
世
帯
に
終
戦
怒
れ
て
い

れ
ば
、
ク
レ

y
yト
会
投
じ
も
義
知
し

ま
す
。
ま
た
ハ
ポ
キ
〈
附
開
絵
巻
留
裁
い
〉

で
泌
す
よ
り
も
、
証
拠
の
残
る
肉
祭
詮

明
郵
便
で
、
き
ら
む
畿
漆
証
明
寄
付
け

れ
ば
よ
り
総
笑
で
す
e

な
お
向
骨
廿
斗
説
明
都
鋭
は
、
ど
こ
内
線

車
問
岡
崎
ぞ
も
扱
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

63年度謀説分より

説率が改定じなります

市
内
で
は
天
王
吉
に
あ
る
殺
孫
子
郵
健

局
(
本
側
珂
い
で
し
か
扱
い
ま
せ
ん
の
寸
、

経
慈
し
て
く
だ
杏
い
。

消
策
金
宿
泊
相
談
親
問
よ
り

こ
の
様
な
捕
後
者
保
護
税
肢
も
、
絞

殺
で
は
象
者
手
芸
、
時
妙
z

慈
賞

化
し
て
お
り
、
現
行
法
で
は
不
十
分
立

た
め
に
こ
の
ほ
ど
、
糊
怖
金
役
引
で
も
ク

関
係
の
綴
波
は
、
獲
さ
ん
の
絞
め
℃
い
た
だ
く
探
検
制
榔
1

問
闘
の
負
堀
一
念
寸
燃

の
ぬ
短
金
等
に
よ
っ
て
勝
わ
れ
て
い
ま
す
。
畿
内
)
ん
ガ
僻
思
議
院
か
か
っ
だ
憶
の

医
療
殺
を
ぷ
の
紛
濃
か
ら
銭
綴
際
数
獲
欄
間
(
務
・
隊
総
等
)
民
支
払
わ
れ
絞
す
。

し
か
し
、
近
年
、
限
緩
震
の
高
際
化
織
に
よ
り
、
盛
田
向
務
総
然
倹
の
問
問
問
慨
は

緩
め
℃
総
務
経
ま
っ
て
舎
で
い
ま
昔
、

古
川
で
は
、
飽
綴
機
墜
保
険
制
制
度
複
線
縛
す
る
た
め
、
や
む
奪
え
一
ず
、
昭
和
的
問

符
波
探
綴
分
か
ら
、
日
開
・
円
相
%
の
税
率
改
定
後
行
忽
い
ま
し
た
。

務
ち
ん
が
、
務
気
h
v
ケ
ガ
を
怠
れ
た
瞬
間
位
、
十
分
紘
治
療
ガ
E
X
け
ら
れ
る
た

め
合
法
定
で
あ
る
こ
む
を
ご
理
解
い
殺
伐
務
、
ご
協
汚
+
常
務
機
い
い
た
し
ま
す
a

V
問
問
い
合
わ
校
畿
銀
年
4

議
斡
鰍
倹
税
雌
開

お
支
払
い
は
日
産
振
葬
で

納
制
悦
品
制
的
俊
民
悼
の
利
便
と
潮
崎
明
朗
四
遂

の
効
率
化
ル
ぬ
る
た
め
、
箇
民
鮮
康
保

険
制
閉
め
お
支
払
い
は
口
州
間
後
替
を
一
基
本

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
制
抑
棋
の
対
象
に
し
た
…

り
ト
ラ
ブ
ル
的
多
い
サ
ー
ビ
ス
取
引
を

綴
定
し
宅
規
制
対
象
に
加
え
た
り
止
法

制
明
制
制
強
化
的
品
開
き
が
あ
り
、
早
け
れ
ば

年
内
に
も
議
行
M

守
れ
る
見
通
し
と
な
勺

て
い
ま
す
g

次
開
聞
は
、
変
に
向
か
っ
て
綴
絞
め
多

〈
な
る
ぷ
/
イ
£
ッ
卜
E

エス一

テ
ィ
に
つ
い
て
お
総
し
ま
ず
の

ま霊
君主縫用ミシン・緩み機、波大紫、

グスもれ響幸哀普号、家庭際主主気治

療談、家滋)jj官室気主主、護主話若手、

!l:敷物・ iJ…テン・3筆呉、斜漂
議主主、合所用呉、娯楽用然、書

簸訪ままも

籍、 i主宰み等工，在主主主、後整会工兵

持富十、事望遠殺を写真機1法器ゑ、
衣様、装身然、家主毛、与もちゃ

て- 人務、主義議事録呉、レコーに楽

ま強を
録、かつら、メダん等刷、築許z害事

使潟または淡重量するとクーワ

主ング・オフで幸ないもの
鈴懸賞品、コンドーム、金王室務

糸、防虫剤、 f主義主品、織物、塁ま
紙、意義務{綴13<:m以上〉等

と
し
て
い
ま
す
ョ
納
付
手
数
持
組
わ
し

さ
も
な
く
、
刑
判
ち
活
と
し
さ
れ
る
ま
で

議
〈
貯
)
金
と
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
、

訟
に
川
一
命
い
た
し
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
そ
す
も
左
記
め
Am脱

出
同
州
附
へ
中
L
込
み
を
し
て
〈
ど
さ
い
白

26 

大
変
お
m
刊
で
す
n

時
間
姦
き
ユ
え
線
用
開
く
だ

U9h
れ
ば
、
納
期
間
胤
合
政
引
に
す
る
必
寮
も

あ
り
ま
恰
ん
E

ふ
す
か
た
噌
忍
付
金
が
今
ふ
と

た
場
合
に
も
、
開
制
け
お
い
た
だ
い
た
日

(
閣
制
樹
園
川
り
川
比

今
問
問
的
改
定
で
は
、
被
何
時
没
者
間
同
丹
的
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
軽
減
検
出
慌
が

負
担
的
公
平
を
m
凶
り
、
所
得
税
に
比
べ
あ
り
孝
?
の
℃
、
中
止
ロ
は
必
ず
行
な
っ
て

均
等
'
平
等
裁
判
改
定
率
が
大
き
く
な
く
だ
さ
い
@
{
付
税
は
、
住
民
総
又
誌
、

っ
て
い
ま
十
の
し
か
し
、
一
定
綴
以
一
ト
説
得
絞
め
申
告
会
品
行
な
っ
た
方
で
す
)

同
骨
院
国
同
門

前
年
中
い
い
支
払
っ
た
保
険
制
問
川
内
崎
年
間
に
約
制
祝
さ
れ
た
金
談
内
明
細
に
つ

得
制
限
'
市
県
民
税
期
J

伐
の
時
に
、
技
会
い
て
は
、
笠
年
1
丹
下
切
に
お
滋
り
す

保
険
料
撚
除
的
対
象
と
な
り
ま
す
悶
る
納
品
問
機
総
舎
に
よ
り
お
知
ん
せ
い
た

2
れ
円
1
誌
か
ら
山
M
H
門
M
M
R
ま
で
の
し
ま
す
の
で
、
ご
総
朗
〈
刊
じ
さ
い
防

交
通
事
般
金
絡
先
す
る
一
階
“
思
い
や

り
的
心
E
和
と
り
の
気
持
ち
で
安
全
議

転
に
敬
す
れ
ば
w
射
殺
は
紛
げ
ま
す
e

附
の
臼
は
、
勝
打
数
も
運
転
者
も
双

い
に
紋
怒
し
あ
フ
て
悲
母
な
山
氏
晴
朗
事
訟

を
一
防
止
し
ま
し
ょ
う
2

雨
の
回
ニ
品
、

思
い
や
り
運
転
を

事
行
剥
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
的
総
い
や

り
運
転
を
呂
田
じ
て
い
ま
寸
。

口
事
絞
殺
や
‘
寝
転
車
判
闘
相
殺
と
の

蜘
開
方
通
過
的
擦
は
、
思
い
や
り
の
、
む

を
訴
し
、
海
は
ね
務
総
を
防
止
し
ま

'
し
炉
格
‘
ηJ

、

。
品
開
討
削
岩
遂
な
ど
で
は
、
一
円
口
一
止
ま

っ
て
事
行
殺
を
安
全
に
機
除
名
せ
ま

e
い
よ
、
フ
g

o

一閉め
U
M

的
イ
ラ
イ
る
う
縫
艇
は
事
故

の
も
と
。
渋
滋
滋
助
舶
な
ど
で
は
お
庇

い
に
綴
り
合
い
開
思
い
や
り
を
出
し
ま

仁
v

ょ‘ワピ

ム
安
会
と
は
見
え
る
ニ
と

見
せ
る
こ
と

o
m内
nn
め
筏
界
は
半
減
苅
特
に
夜

閉
山
は
要
注
意
。

。
フ
口
〆
ト
ず
ラ
ス
的
抑
制
川
械
を
保
つ

な
と
、
良
山
貯
な
続
界
的
保
持
に
絡
め

ま
し
ょ
う
a

む
安
打
者
は
、
同
目
立
つ
色
め
総
悶
仰
を

利
治
す
る
ほ
か
、
統
隣
反
射
村
町
つ

いれ
f
J
鞠
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

Jl!t.iるみはニちらでV

忠、いやりと

ゆとりをもって
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躍盟濫盟盟
お
見
ち
ゃ
ル
乏
早
く

一
緒
に
遊
が
た
一
い
れ
な

相
石
油
押
総
梨
奈
↑

0
2

ハ
並
木
・
子
力
月
〉

よ
〈
品
開
か
す
こ
と
な
ど
、
お
録
き
ん
の

働
き
か
け
に
よ
っ
て
務
ち
ゃ
ん
的
成
設

や
ず
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
牢
て
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
泊

V
輯
畿
内
容
身
体
計
樹
、
裁
ち
ゃ
ん

体
操
宅
品
市
撃
相
相
様
、
滋
制
作
組
制
絞
‘
線
品
開

雌
時
的
相
続
な
ど

商
問
礼
削
品
総
-
訟
は
母
子
幾
康
手
間
械
の
無
料

品
付
(
3
1
6
か
え
間
川
、
9
1
M
M
か
同
刀
剣
)

李
総
朗
L
援
僚
機
側
関
で
受
け
ま
し
ょ
、

1

4
湾
総
繍
桜
出
口
語
世

章
一
り
兇
駄
Ta--a

誕鵠・
1

家

栂

不
時
説
校
開
閉
掃
で
、
移
本
来
絞
ず
る

議
会
、
子
ど
も
は
い
ろ
い
ろ
ι

な
こ
と
を

緩
し
、
判
断
む
揖
闘
し
む
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
総
絞
民
は
、
そ
の
句
十
円
山
田
み
を

わ
か
り
た
い
と
、
w持
制
問
に
患
っ
て
い
*
手
。

な
か
令
五
、
怠
学
一
傾
向
以
外
向
子
ど

も
た
ち
は
務
カ
者
機
ま
ず
、
ま
じ
め
で

き
ち
ょ
う
め
ん
な
よ
い
生
徒
で
す
。

出
払
た
ち
柚
制
絞
悶
貝
は
、
之
内
子
た
ち

長

襲

宗

主

号

、

み

る

か

ら

の

骨

折

に

よ

り

量

殺

害

童

書

雪

官

、

さ

し

た

る

震

が

な

〈

…

ザ

に

霊

的

き

で

後

て

ま

す

が

、

饗

し

て

、

そ

く

Z
み
え
な
く
な
る
と
い
て
も
ら
3
品
量
動
と
率
二

的
機
い
m

佐
官
的
線
分
で
は
お
滋
ず
町
で
、
う
重
権
時
な
機
A
口
も
あ
り
ま
す
。
務
を
持
つ
と
い
う
こ
と
な
ど
は
避
け
円

一
色
々
あ
り
ま
す
が
、
怒
球
殴
身
に
さ
ほ
ど
の
隊
撃
の
な
い
議
総
削
闘
を
打
つ
れ
jA
場
合
は
、
ま
ず
、
安
た
ぢ
が
よ
い
と
紙
い
ま
す
。
隊
約
に
一

て

重

量

主

主

多

い

き

で

す

写

品

開

冷

戦

法

一

{

患

苦

宇

治

療

淡

)

黒

い

察

学

、

視

野

高

い

、

竺

こ
れ
に
反
し
て
撃
に
よ
る
怪
人
事
…
で
す
点
野
安
打
開
す
る
打
つ
よ
う
に
み
ま
、
視
力
霊
等
一

衡
に
な
る
と
、
芦
場
合
は
、
一
異
緩
い
い
岡
茶
偽
轍
噂
一
と
鋭
し
ん
と
う
を
怒
こ
す
よ
が
あ
る
よ
う
を
ら
ば
、
傍
ら
か
の
俊
一

孟

ん

に

な

り

、

が

な

い

と

忽

わ

れ

る

ほ

ど

龍

叫

撲

ヮ

に

、

娘

喜

っ

た

警

告

践

的

中

に

あ

る

は

ず

で

す

。

三

菱

に

よ

る

銀

霊

長

下

車

も

み

一

、

打

議

し

ん

と

員

事

例

阪

で

霊

菱

け

て

下

さ

い

戸

、
見
受
け
ら
れ
ま
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
?
主

J

〉

こ

し

、

震

に

白

い

液

晶

議

寝

室

ま

た

は

1
季

、

一

ん
が
襲
内
町
中
へ
〈

H
M曹

M
W

担
問
み
ぞ
き
そ
抑
制
緩
も
網
燃
は
〈
一
隊
長
こ
し
て
益
三

ば
み
ら
れ
る
丹
は
い
込
む
の
で
議
室
緩
込
稔
伊

2
護
法
務
機
‘
語
、
耽
る
と
い
う
で
あ
り
ま
?
の
で
、
総
一

品

打

撲

‘

次

い

で

室

長

需

堂

、

毛

錨

草

長

率

ヲ

こ

と

が

あ

る

の

都

議

後

は

襲

を

遮

へ

い

し

て

強

…

ス
等
で
す
・
案
外
、
機
体
総
断
、
綴
銭
円
…
親
切
判
帯
、
で
、
ま
ず
、
小
官
川
崎
冷
糧
法
を
時
々
、
明
悦
掛
町
内
異
常
、
携
カ
減
哨
鵬
、
一

…
け
ん
か
に
よ
る
狭
山
容
撲
も
し
ば
し
怒
詩
的
異
常
案
事
会
接
し
て
き
繍
い
て
か
，
均
等
堅
持
襲
撃
占
星
空
て
鋭
化
に
気
付
…

主

で

す

。

い

の

で

警

窓

で

す

e

診
警
灸
す
た
方
が
よ
い
と
患
い
を
い
た
雲
は
‘
学
撃
を
受
け
る
一

…
野
線
ポ
i
ん
に
は
数
珠
「
綴
維
が
サ
ジ
カ
1
ポ
i
ん
に
よ
る
打
機
、
韓
打
撲
に
よ
り
畿
の
血
管
が
切
れ
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
を

曙

嘩

組

織

…

駅

伝

説

計

十

九

時

弘

訪

問

品

川

れ

い

時

下

UH--ぃ合わ
せ

世

話

司

会

…

い
ら
い
ら
す
る
、
銀
れ
な
い
、
や
る
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i
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気
が
お
き
な
い
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身
体
品
開
に
検
査
し
て
分
〈
受
付
午
後
1
時
か
ら
1
時

却

分

)

6

月

4

隠

か

ら

日

夜

ま

で

珍

議

内

総

い

ほ

ど

治

り

や

す

い

も

内

命

歯

科

綴

で

も
異
常
は
な
い
炉
、
ど
こ
と
な
〈
す
っ
曹
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
i
へ
後
総
注
調
醐
吋
こ
の
機
会
に
、
肉
出
分
的
品
闘
を
品
開
叫
聞
を
脇
陣
い
て
も
ら
い
、
効
関
端
的
な
鐙

寄

り

し

な

い

ま

た

は

透

綾

お

い

で

く

だ

怒

い

。

も

っ

一

成

よ

く

み

て

く

だ

さ

い

e

み
が
魯
ル
ヤ
す
れ
ば
、
機
ぐ
さ
泣
暴
れ
い

保

縫

セ

ン

タ

ー

守

川

町

そ

ん

脅

し

叩

め

れ

品

聞

は

も

永

久

訟

が

は

え

る

ま

で

長

に

な

り

ま

す

診

d

司
殺
と
り
・
鎖
線
教
室
包
緩

制

醐

み

を

持

っ

た

ガ

の

た

め

に

線

神

衛

然

い

間

俊

い

ま

す

@

6

級

位

ま

で

の

子

供

隊

総

セ

ン

タ

i
で
は
、
街
み
が
抱
焦
点
組

組

叩

叫

脱

走

行

勺

て

い

ま

す

。

心

的

持

ち

方

的

識

は

、

終

総

中

の

食

事

か

り

始

ま

っ

談

を

行

っ

て

い

ま

す

の

で

、

ご

利

用

く

や
考
え
方
H
V
E
つ

で

ず

い

ぶ

ん

変

わ

る

て

‘

設

準

や

お

や

つ

め

選

び

方

、

食

べ

だ

bnc
い弓

も

の

で

す

む

す

ち

で

悩

ま

な

い

で

気

さ

せ

方

、

主

後

の

曲

み

が

き

の

し

つ

つ

1
4什
什
1

1

1

軽

に

ご

索

く

だ

主

。

け

等

、

聖

書

で

す

G

…

郡

日

制

鳴

同

!

V
惜

し

込

み

翼

手

杓

録

時

を

お

む

し

織

に

な

ら

な

い

2
に

は

樹

三

甥

叫

慨

掛

川

信

知

ら

せ

し

ま

す

。

が

き

が

と

て

も

大

朝

で

す

。

し

か

し

、

…

働

問

ト

・

社

向

性

一

ト

認

識

襲

内

科

医

書

淡

路

先

生

き

り

V
竺

全

会

い

ま

す

。

土

惇

ト

同

は

付

“

お
吋
討
i
引
U
U
U型
長

会

っ

た

機

器

方

案

兇

し

ま

し

ょ

一

曜

会

ω
ど
閉
瑚
鞠

一
一
轡
こ

6
1一
腰

縄

敏

謹

一

三

一

鳴

一

出

向

的

ご

制

判

記

引

到

訂

討

は

ま

た

、

案

内

人

が

か

か

る

号

機

一

弾

蛾

絞

恥

械

い

ま

せ

ん

か

切

当

互

理

室

長

言

葉

望

警

づ

の

う

ろ

つ

}

が

一

阿

波

総

た

械

受

け

し

ま

す

的

で

お

気

軽

に

ぎ

そ

あ

り

ま

す

盆

蓄

に

し

て

い

る

と

、

繁

一

{

詩

自

恥

柑

V
時
間
午
後
1
時

加

分

か

ら

3

時

紛

い

人

で

も

か

か

っ

草

す

。

早

け

れ

ば

早

I
l
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を
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晴
ら
し
い
と
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め
で
す
，

学
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に
行
吋
な
い
親
燃
は
向
か
.

数
餅
や
教
湾
総
係
脅
程
、
そ
的
資
紙

を
畿
に
紙
総
す
る
傾
向
が
為
り
ま
す
6

ま
た
、
絞
め
方
は
、
制
服
閉
山
が

事
納
税
や
池
波
紋
会
に
あ
る
的

で
は
と
い
う
強
い
総
え
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
湊
鯵
で
い
る

と
、
わ
が
子
的
不
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校
的
治

療
は
滋
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ま
せ
ん
。
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と
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場
閣
制
必
背
骨J

一

申
し
込
み
は
端
問
み
ま
し
た
か
。

ま
だ
、
出
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
は
、
卒

め
に
申
し
込
ん
で
下
幸
い
a

(

申
し
込

み
h
y
数
的
場
合
は
中
止
に
を
み
恥
}
と
も

あ
り
ま
寸
)

V
対
畿
者
知
総
以
上
町
'
前
後

マ
檎
鯵
制
剤
耐
開

8
R
nま
で
(
予
定
)

7
月
ま
で
は
祭
器
土
糧
自
も
災
施

マ
申
し
込
み
援
総
で
岬
開
曲
間
セ
ン
タ
ー

へ命

毎
日
マ
?
と
μ

お
散
歩
楽
し
い
な

噛
鈴
木
裕
紫
哲
ゃ
ん

ハ
描
組
ぷ
品
目
・

6
か
肉
付
〉

閣議決切屈(b~足場

膿

λ-構
事
韓
航
W

融

輔

臨

職

職

静

置

年
紛
合
問
問
わ
ず
閣
情
代
腐
と
い
わ
れ
る

wv
丹
羽

4
1
7
n
ま
で
の
録
選
水
緩
次
の
予
防
持
機
は
医
療
機
関
で
受
け

成

人

捕

が

し

め

ぴ

寄

っ

て

い

ま

す

。

霞

・

第

3

ホ

磁

沼

て

〈

だ

惑

い

@

年
に
一
度
は
点
検
し
ま
し
ょ
っ
。

V
幾
付
時
鱒
午
後
1
時
5
2時
な
お
、
耐
火
協
叫
取
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

V
対
象
掛
歳
以
上
的
弱
女
曹
綴
織
銀
輪
出
セ
ン
タ
i

保
健
総
ン
タ
l
、
市
民
軍
部
窓
口
汲
び
各

V
内
容
尿
検
策
、
農
産
制
問
銭
、
車
液
踊
倒
酎
制
緩
鈴
支
部
町
に
お
い
て
あ
る
ぷ
帆
孫
子
市
保
縫

検
査
(
野
機
能
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

V
月
悶
4
4
M
M
n
h
℃
ン
ダ
}
の
ご
漆
山
門
」
を
二
院
〈
だ
き

食
漁
て
内
制
竹
織
的
眠
、
そ
の
総
必
要
に

V
強
酎
各
鈴
療
機
相
関
(
係
機
セ
シ
タ
i

ぃ。

応
ヒ
て
心
掛
風
間
閥
、
線
燦
検
査
だ
よ
り
に
詑
)

V

持
参
母
子
機
感
宇
様
と
泌
総

擁
鎖
溜
鍵
徐

V
糞
国
間
綴
人
負
担
梧
な
L

V

緊
間
期
就
学
前
ま
ぞ
抑
制
料

事
賠
削
蟻
韓
鵠

盤
麓
轍
轄
で

27 
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別
総
に
役
務
、
氏
様
、
即
時
怒

養
母
、
滋
彰
年
丹
、
場
所
、
ひ

と
醤
を
務
総
し
、
我
孫
子
i
8

5
8
市
伊
再
開
猿
報
仲
臨
時
時
様
へ
ど

う
ぜ
。
〈
簿
繍
進
出
車
〉
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一J
…
凶
書
錯
一

ご
だ
よ
り
一

務
術
開
院
密
接
餓
惜
(
制

)
1
1
1
8

@
湖
北
台
骨
鍵
官
{
開
肘
}
3
8
5
6

0
世
叩
佐
号
館
営
(
帥
)
1
3
1
1

傘
移
動
級
品
情
抽
開
宮
{
同
町
〉

6
9
8
9

ま
れ
ι

w
v
民
間
鴨
地
-
6
月
2
H
U
{
本
)
‘
同
日
〈

(
本
添
削
民
会
鰐
務
4
合
禁
単
一

2
R

9
a
(本
)
、
お
H
U
(
木
)
者
絵
分
柏
崎
お
は

な
し
の
総
擬

wv
時
間
午
後
4
時
か
ら
4
時
泊
分

淑
終
的
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
i

分
間
臨

主
湖
北
古
文
説
明

6
月
7
n附{大〉

本
湖
北
考
街

F
O同
月
0
0
自
(
本
)

*
布
佐
支
所

a
n
n
9
a
(木
}

V
持
参
す
る
も
由
①
数
綱
審
苧
金

(
国
間
臨
ん
年
金
以
外
的
公
的
年
金
、
練
生

児
瀞
埜
kzι

為
、
特
例
給
付
受
給
教
は
、
都
金
〉
に
加
入
し
て
い
る
人
は
事
業
主

次
め
と
お
り
可
児
童
手
場
一
樹
情
説
滋
同
特
に
よ
る
年
金
丹
治
入
畿
明
慾

悶
悶
給
付
期
情
況
属
」
を
柑
持
出
し
て
く
だ
事
務
緩
和
出
年
1
R
2
日
以
降
い
い
前
向

い
。
こ
の
忌
げ
に
よ
り
受
総
務
的
続
得
い
い
鮭
入
し
た
方
は
、
前
後
説
明
地
内
慾
所

的
状
況
、
問
地
盤
的
養
育
状
泌
を
薙
か
め
か
ら
取
り
寄
せ
た
鴎
釦
柏
崎
年
度
成
緩
事

6
月
分
か
ら
の
予
激
的
支
給
在
成
海
字
血
削
機
所
得
該
明
機

き
」
と
に
な
っ
て
い
主
て
も
し
手
絞

兇
J

糞
一
川
手
当

な
か
っ
た
説
明
命
日
い
は
、
同
町
務
総

い
て
受
給
資
制
閉
が
あ
っ
て
も

aon分
か

V
後
給
繁
終
-
e
Z
人
目
以
臨
時
的
用
品
蜜

ら
の
手
羽
一
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

φ
幾
務
紋
官
山
総
学
前
の
間
帯
濯
を
含
む
陪

ご

校

裁

く

だ

さ

い
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歳

末
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以
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t
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期
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H
n
I
H
5
部
臼
ま
で
い
る
方
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酬
明
初
出
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R
1
日
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V
受
付
時
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問
午
隣
8
締
結
分
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午
、
@
市
に
ん
杭
仰
向
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録
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外
附
幽
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佼
齢
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ぐ

午
後
E
時
1
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土
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日
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す
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得
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娘
来
織
の
草
a

で〉

V
手
当
潟
抑
制

V
受
付
積
所
党
議
選
緩
と
各
党
針
。
①
2
人
間
間
的
手
当
i
2
5
0
0
的

な
お
、
支
所
的
佼
付
E
m値
は
次
め
と
お
胤
W
3
人
目
M
M
終
的
手
当

5
0
0
0
m門

り
で
す
。
九
時
間
聞
は
午
的
9
時
44
午
後
四
マ
支
給
制
開
始
月
中
競
争
絞
き
の
H

丹
的

4
時

加

分

〉

線

開

月

分

か

ら

手

識

を

受

給

し

ま

す

ロ

*
つ
く
し
野
中
丸
務

6
R
6
H
n
{
月
)

V

噛
儒
平
線
③
印
援
を
斡
付
申
官
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受

受
給
者
の
み
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さ
ん
へ
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覇瀦露撃の櫨出iま蕗れずに

動醐命

給
者
名
幾
的
被
通
預
金
約
日
盗
番
号
い
。
な
お
公
務
員
時
ガ
は
、
勤
務
先
ヘ

ヘ
議
内
~
を
絡
べ
て
き
て
〈
だ
さ
い
移
鵠
瑚
求
し
て
く
だ
善
い
。

尚

背

後

警

が

翼

年

金

加

入

し

て

い

特

例

数

付

る
場
合
は
、
年
金
抑
制
仙
雪
量
五
穀
へ

て
静
で
く
だ
さ
い
。
被
岡
出
者
年
金
へ
厚
終
判
制
給
付
は
所
得
制
制
限
は
よ
り
児
支

然
年
金
等
協
耐
成
年
金
h
M
M
刊
の
公
的
年
会
)
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
終
解
者
(
隊
隊

に
知
加
入
し
て
い
る
場
合
は
‘
事
裁
議
に
年
金
以
外
的
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い

よ
る
年
金
加
入
町
鉱
山
明
替
を
品
村
換
し
て
く
る
お
)
で
、
終
例
給
付
所
得
総
限
額
来

だ
さ
い
勧
市
出
而
昭
和
四
同
部
E
n
月
2
日
以
潟
町
方
が
綴
当
し
ま
す
。

織
に
市
内
に
転
入
し
た
ち
は
、
前
削
除
備
な
お
、
申
裁
手
紙
き
に
つ
い
て
は
、

地
P
紘
り
寄
せ
れ
九
昭
和
間
部
絞
児
童
手
胤
迭
手
当
と
隊
ヒ
で
す
。

抱
一
用
品
問
機
抗
体
構
舎
を
持
容
し
て
く
だ
然
、

4
所
得
銅
製
開
問
療
報
間
表

d
喝
轟
描
樟
抽
世
絵
蛸
間
袋

ン
サ
l
ト
~
稔
瀧
静
き
的
d
ン
パ

l
6

入
が
、
金
制
問
・
立
案
か
ら
パ
ン
ブ
レ
ソ

ト
的
作
成
ま
で
、
分
渡
し
て
機
僚
や
議

め
る
。
訂
ン
ザ
1
1
?
で
は
合
唱
開
山
町
一

員
と

L
て
、
島
る
い
は
独
唱
で
ご
隊
後

的
め
ど
を
妓
柊

こ
の
管
楽
舎
は
‘
湖
拍
仙
台
の
あ
る
魚

崎
閥
均
労
が
「
ご
近
所
的
方
々
と
め
交
波

音
晶
体
や
り
れ
る
よ
う
に
」
主
的
発
案
か

ら
捻
め
た
も
の
。

ぷ
棋
初
の
音
議
会
は
、
レ
コ
ー
ド
活
の

2
絡
を
鈴
り
て
、
少
人
数
で
始
ま
っ
た

も
の
な
ん
で
寸
」
と
メ
ン
バ
ー
的
代
銭

的
山
下
広
之
苔
ん
。

隠
を
議
ね
る
た
び
に
お
液
者
も
柏
崎
え

て
.
合
織
を
係
務
総
か
ら
体
湾
総
へ
と

移
L
P
3
端
焼
に
住
む
ガ
か
ら
「
私
記

も
事
加
幸
せ
て
〈
だ
然
、
い
い
と
、
キ
℃

は
磁
2
0
0
人
が
挙
制
加
。
横
溝
時
期
も

2
時
間
同
脅
紺
闘
え
る

「
あ
ま
り
髭
い
と
総
く
人
も
飽
き
て
し

ま
い
寧
す
。
将
来
は
、
時
裂
か
絞
汁
て

開
聞
く
湖
北
期
間
梨
県
と
い
う
よ
う
な
も
の

に
し
た
い
で
ナ
h
h

朝
刊
絞
め
絡
み
は
、
音
楽
金
者
間
附
け
る

さ
ヲ
な
ホ

i
ル
が
な
い
ζ
と
。
体
育
館

で
の
脅
務
効
祭
を
高
め
る
た
め
に
、
袖
綱

審
議
は
臨
相
殺
が
中
間
門
鮮
に
間
臨
ん
だ
中
で

淡
講
す
る
よ
っ
に
椅
子
を
セ
y
ト
。
品
開

場
づ
く
り
に
も
工
夫
少
ず
る
。

時
開
年
は
、
鵠
事
情
中
に
小
鳥
が
舞

い
込
む
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
、

毎
凶
叫
コ
ン
サ
i
l的
特
り
江

川
同
地
特
き
に
来
た
方
と
一
絡
に
大

音
楽
会
告
主
m離
す
る
草
人
的

メ
ン
バ

i
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怯
押
花
や
H
V

と
り
入
り
来
し
隣
り
Hn

研
日
開
同
人
す
子

附
関
紙
ワ
邪
れ
て
織
る
背
中
づ
っ
軍
隊
ハ
合
中
z
鶴
子

草
耕
い
門
機
あ
と
つ
け
て
絡
協
拠
ム
山
口
滋
昭
胤

お
隣
の
一
一
一
時
的
影
わ
び
し
つ
い
り
時
一
一
一
ハ
合
紫
綬
代

務
療
を
詞
い
が
紛
の
ご
と
行
々
子
三
好
和
炎

鐙
み
絡
に
飽
い
て
な
わ
と
び
す
る
子
か
な
政
崎
畑
時
一

議

長

止

宇

野

寄

る

る

五

月

暗

殺

問

む

的

交
正
棋
や
濃
か
も
よ
ら
ず
北
が
吹
き
隣
国
は
る

タ
阿
片
的
写
る
代
践
に
鍬
没
、
ヲ
野
除
名
つ

滋
油
開
さ
す
か
な
れ
'
J
鉱
跡
U
と

文

学

作

減

芳

子

弘
山
本
町
雲
、
せ
せ
ら
が
逸
品
業
る
公
手
禁
鮒

U
U

葉

支

吉

長

に

毒

し

む

震

妻

子

点

霊

祭

て

び

と

り

茶

会

堂

禁

言

効

ま

す

知

〈

H
4

嶋

崎

的

指

郊

附

済

一

eh
波
長
ば
ニ
ょ
な
く
愛
づ
る
乏
い
し
脳
陣
に
す
み
れ
の
明

選

手

酷

り

て

文

郵

く

小

以

外

P
T

+

A

W
恥
京
の
す
ン
Y
3
ン
に
校
知
子
や
孫
ら
殺
が
縫
に
滋

業

以

プ

i
ん
す
ン
ウ
ィ

i
ク

馬

場

予

磯

子

本
蹴
ぴ
た
る
診
す
な
お
総
務
中
市
炉
問
中
目
鶴
ふ
滋
ぬ
ふ
り
山

山

榊

名

問

相

手

代

子

叫
明
き
叶
枇
ゐ
繕
の
花
雨
時
ゆ
る
る
臼
凡
ハ
J

述
。
の
多
き
こ
こ

一

日

品

購

ゐ

附

臨

め

て

井

上

期

h
E
子

一
川
小
野
ぶ
活
き
百
的
ふ
〈
士
ゅ
は
刷
所
な
bmp
少
な
り
し
縫
い
あ
れ
傘
帯
へ

れ

町

山

十

九

時

的

命

棒

と

し

増

間

約

哀

h
M
…

付

開

八

雲

寺

数

〈

底

的

信

議

長

し

義

す

く

ん

わ

時

擦

れ

す

く

と

伸

ぷ

篠

摂

竹

銅

山
町
間
一
件
蜘
勢
義
熊
谷
に
絞
号
機
へ
た
り
回
学
ま
し
て

川

市

開

イ

引

火

と

た

ヴ

ね

む

部

制

嗣

咽

孝

な

U

J
や
印
刷
問
問
問
れ
ば
油
田
ら
ひ
も
無
事
一
呂
い
い
て
h
慌
を
読
み
で
は

だ

す

作

2
4

抑

制

緩

を

き

す

山

則

的

信

子

裟

で

1

先

文
一
人
背
骨
咲
き
繰
る
山
吹
の
花
散
ら
し
つ
つ
冷
た
き
閥
均
料
開
り

ナ

ー

応

出

で

に

け

り

奥

磯

市

児

江

告罪

判
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我
孫
子
絞
海
口
か
ら
成
削
街
淡
を
晴
嵐

に
4
0
0
出
血
性
お
く
と
、
淡
路
が
縦
角

に
左
に
説
明
れ
る
。
続
税
務
滋
香
織
ん
だ

こ
の
一
療
が
務
孫
子
縁
Q
U
続
出
門
会
(
右

図
審
問
問
)
。
本
W
3
了
間
割
、
努
1
γ
回
目
、

札
制
向
。
γ
際
的
大
字
に
ま
た
が
る
2
8
0

設
継
〈
山
同
級
}
町
駅
叫
会
だ
。

こ
の
あ
た
り
は
、
江
戸
時
代
に

水
同
総
遂
の
浴
場
と
し
て
栄
え
た

総
孫
子
蝉
情
的
守
心
潟
大
名
や
篠

府
役
人
な
ど
が
滋
治
す
る
本
臨
時
が

置
か
れ
、
時
即
時
隣
な
ど
が
緩
ん
で
い

た
と
こ
ろ

rあ
ゐ
場
そ
の
泌
総
を

今
に
い
阻
止
て
い
る
の
が
‘
大
き
た

茅
袋
綴
抑
制
的
沌
代
孫
子
償
金
王
脇

本
終
的
糊
〈
小
隣
家
」
Z

附
閥
滋
3
5
6
か
ら
手
賀
沼
側
に

入
る
と
そ
こ
は
、
緑
豊
富
で
織
か

な仲蹴伽怖柿崎
2

我
孫
子
駅
に
近
い
こ
・
と
か
殺
人
間
拡
公
開
闘
は
、
手
賀
沼
が
緩
め
る

ら
か
共
同
開
仲
間
宅
も
多
〈
、
就
く
に
は
ゆ
捕
前
町
公
務
つ
て
の
景
勝
地
φ

潟
辺
住
民
的

出
門
で
唯
一
の
銭
湯
句
我
孫
子
鴻
加
が
あ
る
切
い
こ
い
の
場
で
、
こ
こ
に
杉
村
綾
人
総

会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
サ
ラ
リ
ー
?
ン
砂
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
6

昭
和
泊
草
、
総
孫
子
に
こ
ら
れ
た
鐙
川
杉
村
楚
人
冠
山
品
、
大
一
応
か
ら
綴
較
に

盛
年
会
長
は
ぷ
獄
人
総
公
務
薬
務
内
議
か
け
て
世
弊
者
総
合
に
約
賎
し
た
ジ
ャ

本
梓
だ
ゥ
た
と
と
み
に
除
々
に
家
が
建
i
ナ
リ
ス
ト
で
、
関
税
大
震
災
の
後
、

て
ら
れ
た
ほ
か
は
‘
家
設
は
誌
と
ん
ど
晶
判
官
拍
手
へ
移
9
仲
間
ん
だ
辱
チ
寂
沼
を
澄

後
わ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
話
す
。
に
総
合
す
る
と
と
も
に
、
俳
句
続
投
、

必
畔
吟
社
』
を
、
一
王
帯
す
る
な

ど
陥
地
元
文
化
的
向
上
に
絡
め

た
入
。町
会
的
会
合
は
僻
皆
殺
神
社

町
社
務
紛
争
ぬ
刊
閥
m
e
こ
の
時

8
出
刷
会
や
司
会
、
区
怠
ど
の
依
然
出
制
治
蛸
制
緩
応
対
し
、
次
の
織

防
金
後
受
信
し
ま
す
の
で
、
ゆ
一
糊
問
機
〈

5
関
m
g
に
各
出
岡
山
必
会
開
問

巴
発
送
)
を
選
出
し
℃
く
だ
ち
い
。

自
治
世
補
助
金

(5) 1988. 6マ 1

事
総
帥
刷
会
綴
一
概
滑
に
つ
き
年
額

z
o
o
m
門

中
心
繋
冊
世
額
山
間
m
m
h
抑
制
年
，
q
R
バー

日
現
介
慌
の
加
入
品
忠
世
晴
名
即
時
川
内
総
制
料

品
年
度
の
事
業
計
両
府
歯
及
び
子
総
数

料
ぽ
…
地
図

品
串
瀦
骨
前
向
縄
出
同
期
限
6
月
初
日

率
経
税
関
年
淡
い
い
附
附
納
品
威
的
交
付
を

ポA
け
た
出
れ
受
芝
、
附
お
間
年
皮
肉

均
的
隊
機
設
問
V

市
併
設
制
報
公
裂
を
申
請
時

山
刊
紙
核
融
街
〈
暗
唱
気
工
事
窟
品
作
成
)

紛
路
灯
綾
持
管
理
機
効
食

品
品
欄
効
金
額
*
1
好
に
つ
器
専
問
聞

に
提
出
し
て
く
だ
苦
い
硲
電
気
使
用
料
と
し
て
2
3
1
6
m

配
置
柵
提
出
発
・
附
問
い
合
わ
廿
広
報
広
臨
時
*
1
打
叫
に
つ
ゑ
階
級
料
と
し
て
6
0

議

広

線

開

出

o

m

可
1
3
3
ヨ
刊
刊
日
日
目
リ
リ
リ
」
四
品
必
緩
幾
緩
め
家
裁
の
3
月
分
街

一
ご
ま

5
7
詰

b
z
一

一

野

襲

議

事

一

コ

ピ

i

笠

間

帯

車

交

者

一

三

一

川

口

議

込

依

頼

惑

伊

E
l
i
-
-
E
i
舎

暮

提

出

務

核

兵

習

描
間
銀
出
先
・
問
い
合
わ
せ
滋
路
線

街
路
灯
新
設
締
約
臥
初
会
総
掛
川
同
開

事
議
場
金
額
本
来
後
仙
慨
に
持
制
慨
す
る

場
合
:
‘
2
打
叫
に
つ
き
8
0
0
0
門
前
後

*
銀
管
ポ
i
ん
綴
絞
め
議
合
i
1
幻
に

つ
き
1
万
6
0
0
0
m
円
品
間
後

中
必
鵬
慨
柵
惜
繍
鯛
山
仰
山
間
同
時
打
叫
設
山
直
予
定
図

為
す
で
f

誠
七
争
轟
品
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昨
専
務
れ
の
勝
院
内
総
会
で
、
あ
る
法
(
車
京
総
)

時
時
が
品
協
な
し
ま
し
た
官
発
議
再
院
で
は
繁
一
一
一
条
附
閥
次
び
地
万
公
共
毘
体
は
、

絞
後
十
六
件
認
め
議
員
立
法
と
い
う
機
総
資
料
と

L
て
重
要
な
公
文
書
的

品品

l
ク
な
か
た
ち
で
提
案
き
れ
も
m
開
官
枠
及
び
制
判
問
問
に
問
問
L
、
通
切
な
議

後
火
料
引
率
で
あ
る
八
坂
神
社
の
楳
礼
肉
食
会
一
致
ぞ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
制
揖
を
緩
ず
る
寅
務
を
有
す
る
。

単
榊
閣
が
議
め
ら
れ
て
い
る
e
「
キ
都
、
そ
司
法
律
が
公
文
世
帯
滋
法
で
す
。
「
公
文
容
銭
)

手
棋
悼
興
的
修
描
唱
を
し
ま
し
て
ね
。
い
条
文
が
七
条
的
小
き
な
綾
織
を
一
八
案
文
、

ま
か
ら
、
7
m
月
訪
日
、
作
詩
的
耕
り
が
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
、
九

串
惜
し
み
で
す
L

と
綴
賄
事
ん
a

そ
の
ほ
か
、
新
年
総
緩
ん
皆
、
議
出
門
的
公
文
線
総
淡

強
諸
説
的
問
地
学
会
1

蜘
帯
血
総
…
除
、
防
犯
逮
〈
録
的
吋

齢
、
嶋
敬
一
怒
り

nhに
均
歳
以
上
の
お
年
…
慾
…
級
品
法
律
は
、
公
文
番
等

綴
り
交
緩
い
て
の
長
食
会
と
行
事
は
多
町
を
務
総
資
料
E
し
て
保
存
し
、
制
判

繁
¥
昨
年
、
支
ま
だ
よ
り
『
あ
け
ぽ
…
閣
に
供
す
る
こ
圭
の
薬
宮
崎
山
に
か

的

二

部

判

。

室

内

変

苦

霊

的

こ

ん

が

み

、

公

文

書

拡

守

番

に
函
ら
れ
、
結
奈
は
臨
時
い
。
一
な
事
項
寺
引
止
め
る
ご
と
を
続
的
問
と

そ
し
て
、
先
ご
ろ
‘
ぷ
円
を
す
る
に
叫
す
る
。

し

て

も

単

抽

的

凶

暴

享

霊

が

あ

一

(

事

る
い
と
跡
的
閥
的
A

柏
崎
が
緩
ま
っ
て
我
孫
一
第
一
…
象
こ
の
総
僚
に
お
い
て
寸
公

子
市
開
抽
地
区
波
A
W
A
献
や
幼
時
地
域
の
ま
文
御
官
報
ん
と
は
、
図
又
は
地
方
公

ち
づ
く
り
に
も
設
欲
的
に
取
り
組
ん
で
終
篠
崎
仲
が
然
幽
冒
す
る
公
文
書
そ
の

い

る

。

柚

時

の

記

録

〈

羽

帯

用

問

的

も

の

を

徐

〈

。

〉

*
会
観
世
樹
匹
問
時
盟
年
結
2
的
3
の
8
を
い
う
e

官
(
舵
〉
6
7
4
0

4
鳴
が
問
問
机
就
か
ら
の
官
官
醐
聞
に
よ
る
も
の

や
す
除咽
前
納
さ
れ
た
沼
紛
広
報
準
H
M
‘
え
ズ

キ
ア
ル
ト
(
5
5
0
6
に
関
紙
数
、
サ

イ
レ
ン
を
付
管
し
、
品
販
臓
病
令
叫
期
し
た
も

そ
波
数
広
報
車
と
し
て
小
型
臨
動
車

丹
波
擦
は
初
め
て
で
、
マ
こ
れ
で
狭
い
と

恥
}
ろ
め
広
縁
体
間
数
も
湾
総
に
な
り
ま
し

捕
時
間
的
樹
必
然
桜
子
ガ
ス
株
式
会
社
(
本
た
L

と
関
係
殺
を
忍
ば
せ
て
い
ま
す
6

山
修
餓
校
総
)
か
ら
宅
緊
急
時
的
漫
経
、
酬
明
孫
子
ガ
ス
め
丸
山
常
務
は
寸
火
災

線
機
に
活
躍
す
る
抽
出
紡
広
綴
古
都
が
努
総
予
防
な
ど
で
い
つ
も
油
開
時
間
務
さ
ん
に
M
M

き
れ
、
4
月
幻
目
、
治
時
間
本
線
に
総
滋
お
す
議
に
な
っ
て
い
ま
す
e
ニ
れ
か
ら

き

れ

ま

し

た

。

も

油

開

防

毒

と

め

連

携

を

府

間

り

な

が

ら

、

問
問
栓
か
ら
は
、
こ
れ
ま
ぜ
に
も
7
閥
、
時
間
央
体
制
制
に
抵
カ
を
す

広
報
車
、
資
材
淡
綴
車
、
ぬ
い
他
コ
ン
ブ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

公
共
同
凶
体
が
刊
紙
援
す
る
。

2
地
方
公
共
似
体
的
絵
蝉
脱
す
る
公
文

書
館
内
品
川
綴
絞
樹
齢
に
開
閉
す
る
市
中
市
明
日
同

点
湘
核
地
方
公
火
凶
体
的
条
約
で
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
資
金
約
機
渇
等
)

柑
櫛
ム
ハ
品
構
図
円
問
、
地
方
公
狭
間
体
に
対

し
、
会
文
書
蛤
踏
め
設
措
置
に
必
務
な
資

金
的
品
開
通
又
は
あ
っ
せ
ん
に
畑
貯
め
る

も
の
と
す
る
。

新聞用品鴨川砧
開
明
る
い
ベ
i
ジ
ュ
晶
巴
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し
て
盤
面
買
な
会
文
帯
四
世
帯
全
保
移
し
、

関
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
‘
こ
れ
に

関
連
す
る
調
査
部
附
資
金
持
V
3
w
ど
を

呂
的
と
す
る
総
紋
止
す
る
。

2
公
文
鐙
館
じ
は
、
帥
附
採
、
肝
世
由
民
交

料
と
し
て
嚇
融
機
な
公
文
感
等
に
つ
い

て
め
綴
滋
研
究
室
れ
3
専
門
職
員
そ

内
総
必
蹴
苧
皆
様
買
を
置
〈
も
の
と
す

る。
線
中
島
粂
公
文
書
館
は
、
間
関
又
は
織
カ

第
七
条
内
際
総
理
大
践
は
‘
地
労
公

共
間
体
に
叫
刊
し
、
そ
の
求
め
い
い
昨
仰
と

て
‘
公
文
瞥
館
内
部
胤
殺
に
織
し
、
投

稿
上
町
指
抽
神
父
は
仙
川
嶋
闘
を
時
リ
ヲ
こ
と

が
で
き
る
。

二
持
率
ヲ
い
い
公
文
議
館
法
で
は
‘
図

や
袖
山
浴
時
閥
抗
削
体
的
公
文
畜
を
は
じ
め
歴

紋
淡
創
刊
を
収
集
出
陣
存
し
一
銭
へ
公
開
す

る
公
党
議
館
を
、
国
や
自
治
体
以
怖
制
緩

官
ッ
タ
リ

ン
ト
日
断
定
宮
崎
い
手
Z
Y

市
内
問
的
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
な
今
泌
が
1
隙
間
口
ョ
は
じ
め
に
競
技
者
約

y
い
か
ら
、
予
怒
L
た
約
緩
め
時
名
(
幻
ラ
ン
ク
分
け
(
1
吋
掛
か
ら
4
M
悌
)
を
す
る

総
〉
内
申
し
込
み
が
あ
り
、
主
絞
殺
は
た
め
的
リ
ー
グ
戦
が

g
プ
司
ァ
夕
刊
、
む

と
っ
て
も
フ
れ
し
い
大
会
開
同
僚
と
な
っ
た
わ
れ
、
午
後
、
各
郎
内
総
絞
淡
鋭
戦
が

家
常
時
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
火
ふ
ん
町
三
ダ
プ
ト
i
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
ま
し
h
h
3

ル
ス
戦
"
が
、
5
月
間
関
、
市
附
肉
体
湾
各
プ
ロ
ッ
ク
的
機
勝
殺
が
絡
ま
っ
た

館
メ
イ
y
ア
リ
i
ナ
明
、
行
わ
れ
ま

L
た
e
ー
認
め
絞
殺
決
後
械
で
は
、
試
合
を
終

ζ

め
を
究
会
M
町
議
総
本
政
に
な
り
が
え
た
方
か
ら
大
き
な
狩
援
を
う
け
、
ラ

ち
な
お
側
問
者
対
象
h
h
一
行
っ
た
も
の
で
、
リ
!
の
付
税
〈
の
熱
ー
な
ゲ
i
ム
を
展
開
問

し
ま
し
た
。

1
割
削
め
総
紬
械
は

次
的
巡
り
で
す
伶

ず的た かのでは t準法 f号線経議 fJ&来ぎき そコ主的
;I? q!J ヰア i妻 、子がや J支援滋愛媛込 世嶋 、意義公的事芽 f臨しる
リきま際的だ芥ニネあ博 Q災総潟明F 界き三が苓議鶏 3とめて-
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2232言議長翌九需監主EE言諮問委委
主ruq-計 i玄擁護伊 々のたき定わ L2にけ
A た立しげ約七 i識に }祭主沼型筏巴 にでり口はれてれは
会犠が法たるやカモヲ主 総鑓5LFしf はし総著書一、 伎『三

言25五白産亘理大霊 鰭翠皇、J'(<lぺZ管早E書量喜三
内~.~専寺況 が玄な絞め 町 r.¥-町 0"科、 轡 えて学すけ均等ま
》官、司令ψし な習か準法 富吉 L1、:(1，析。て公そす

とな幸吉 f援 策と立で けるJ11 京 i二府文 し災機人を齢福
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fi亀担おれを言3523;員五目撃三金日長
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総
合
的
老
朽
化
に
伴
い
、
建
設
中
絞

っ
た
絞
孫
子
郵
酔
扇
的
新
口
則
合
が
こ
め

は
ど
完
成
。
5
月
初
日
か
ら
機
縁
を
間
開

始
し
ま
し
た
α

場
所
は
、
以
前
と
同
じ

天
王
台
6
j
u
。i
問吋

地
上
ピ
一
開
閉
め
数
閥
均
舎
は
、
窓
口
向
島

る
…
際
的
ガ
ラ
ス
十
由
時
酬
を
大
き
く
と

り
、
明
る
く
広
々
と
し
た
綾
均
約

用
者
向
出
入
口
も
2
か
所
に
酬
明
や
し

ま
し
た
ョ
そ
の
、
っ
ち
ー
か
術
誌
、
身

体
惜
再
審
議
め
利
用
を
特
隠
し
、
事
叫
鳴

か
ら
中
販
後
山
山
人
り
T
き
る
よ
う
、
段

殺
を
ふ
わ
ァ
、
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
…
後
ブ
口
ア
批
慣
に
コ
ミ
ュ

…
テ
イ
ル
:
ム
(
約
m
w
ぽ
)
を
一
絞
殺
q

汲
隣
閥
的
合
な
ど
の
会
議
や
祭
い
に

制
刊
閉
川
で
き
ま
す
。

料
相
口
均
金
落
成
を
記
A

訴
し
、
6
m
月
間
刊
日

ま
で
コ
ミ
立
ニ
テ
dn

ル
ー
ム
マ
パ
ネ
ル

展
を
問
問
即
時
l

珍
し
い
附
械
が
印
削
制
さ
れ
た

切
手
や
馳
寝
中
回
路
務
は
が
き
の
移
り
変
わ

り
を
宇
え
る
炉
一
と
が
ぞ
き
ま
す
ロ

一
機
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
を
新
設

鵠
磯
子
離
鱒
持
灘
局
舎
が
完
成
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市孫子議題?減黍i
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